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三

お
わ
り
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
に
「
よ
か
ば
い
、
で
く
る
ば
い
！
」
と
い
う
題
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
対
す
る
地
域
・
保
護
者
の
方
へ
の
お
礼
を
載
せ
ま
し
た
。

子
ど
も
は
宝
。
し
か
し
ま
だ
原
石
の
こ
の
宝
を
磨
く
に
は
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
連
携
し
て
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

十
一
月
九
日
。
碧
水
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
は
子
ど
も

た
ち
の
学
習
成
果
の
発
表
、
午
後
か
ら
は
子
ど
も
と
保
護
者
や
地
域
の
方
と
の

触
れ
合
い
体
験
活
動
の
場
と
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
か
月
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
区
長
様
方
に
竹
鉄
砲
づ
く
り
の
協
力
を
要
請

し
た
と
こ
ろ
「
よ
か
ば
い
。
で
く
る
ば
い
！
」
と
温
か
い
返
事
を
い
た
だ
き
、

準
備
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
同
様
に
、
校
区
の
た
く
さ
ん
の
方
々
に
作

品
展
示
や
子
ど
も
の
指
導
を
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

米
大
統
領
に
就
任
す
る
オ
バ
マ
氏
の
「
イ
エ
ス

ウ
ィ
ー

キ
ャ
ン
！
」
と

い
う
言
葉
が
す
で
に
碧
水
校
区
に
根
付
い
て
い
る
の
で
す
。

二
学
期
も
あ
と
一
月
足
ら
ず
で
す
が
、
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
つ
な

い
で
「Y

e
s
W
e
C
a
n

！
」。

十
一
月
校
長
室
だ
よ
り
（
職
員
向
け
）
よ
り
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つ
な
ぐ

“Ye
s
W
e
C
an

（
よ
か
ば
い

で
く
る
ば
い
！
）
”

一

は
じ
め
に

駅
伝
大
会
か
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
就
学
時
健
康
診
断
と
大
き
な
行
事
が
続

き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
駅
伝
で
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
結

果
は
十
一
位
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た

す
き
を
つ
な
ぐ
・
・
・
け
が
を
し
な
が
ら
走
り
通
し
た
ア
ン
カ
ー
の
重
責
を
思

い
起
こ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
保
護
者
の
方
々
の
応
援
や
先
生
方
の
ご
指
導
の
た

ま
も
の
で
す
。

就
学
時
健
診
で
、
新
一
年
生
の
保
護
者
に
、
本
校
区
の
方
々
や
保
護
者
、
先

生
方
の
お
陰
で
学
校
が
大
変
活
性
化
し
て
い
る
話
を
し
ま
し
た
。
碧
水
小
学
校

に
関
わ
る
全
て
の
方
々
の
根
底
に
「
よ
か
ば
い

で
く
る
こ
つ
は

や
っ
ば

い
。
」
と
い
う
意
識
が
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
根
付
い
て
い
る
の
だ
と
伝

え
ま
し
た
。

二

Yes
We
Can

！

た
す
き
を
つ
な
ぐ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
レ
ー
ス
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。
意
識
を

つ
な
ぎ
、
人
の
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
伝
統
が
築
か
れ
、
花
開
く
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

学
生
時
代
に
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
の
有
名
な
演
説
（
ス

ピ
ー
チ
）
に
出
会
い
ま
し
た
。
「I

H
a
v
e
A
D
r
e
a
m

！
」
の
一
節
で
有
名
な
演

説
で
す
。「
私
に
は
夢
が
あ
る
。
」
こ
の
言
葉
が
何
度
も
何
度
も
出
て
き
ま
す
。

百
年
前
の
リ
ン
カ
ー
ン
の
奴
隷
解
放
宣
言
を
踏
ま
え
た
名
演
説
で
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
多
く
の
白
人
が
移
住
し
て
、1

7
7
6

年
に

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
独
立
し
ま
す
。
そ
の
独
立
宣
言
は
、
民
主
主
義
の
基
本
原

理
を
な
す
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
当
時
は
先
住
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
黒
人
に
対
す
る
配
慮
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
国
と
国
民
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
、
百
年

後
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の
奴
隷
解
放
宣
言
、
そ
し
て
、
そ
の
ま
た
、
百
年
後

の
キ
ン
グ
牧
師
の
こ
の
演
説
へ
と
受
け
継
が
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
キ
ン
グ
牧
師
と
同
時
代
の
Ｊ
・
Ｆ
・
Ｋ
（
ケ
ネ
デ
ィ
）
大
統
領

の
就
任
演
説
（1
9
6
1

年
）
の
最
後
の
文
も
有
名
で
す
。
「
・
・
・
そ
し
て
、
わ

が
同
胞
の
ア
メ
リ
カ
人
よ
、
あ
な
た
の
国
家
が
あ
な
た
の
た
め
に
何
を
し
て
く

れ
る
か
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
あ
な
た
の
国
家
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問

お
う
で
は
な
い
か
。
わ
が
同
胞
の
世
界
の
市
民
よ
、
ア
メ
リ
カ
が
あ
な
た
の
た

め
に
何
を
し
て
く
れ
る
か
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
と
共
に
人
類
の
自
由
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
問
お
う
で
は
な
い
か
。
最
後
に
あ
な
た
が
ア
メ
リ
カ
市
民

で
あ
ろ
う
が
、
世
界
の
市
民
で
あ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
に
求
め
る
の

と
同
じ
高
い
水
準
の
力
と
犠
牲
を
こ
こ
の
我
々
に
求
め
て
欲
し
い
。
良
心
を
唯

一
の
た
し
か
な
報
酬
と
み
な
し
、
歴
史
が
わ
れ
わ
れ
の
行
動
に
最
終
的
な
判
断

を
下
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
神
の
祝
福
と
助
け
を
求
め
な
が
ら
も
、
こ

の
地
球
上
で
は
神
の
仕
事
は
わ
れ
わ
れ
自
身
で
な
し
と
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
愛
す
べ
き
国
を
導
く
た
め
に
前
進

し
よ
う
。」

独
立
か
ら
百
年
た
ち
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
の
演
説
。
そ
の
百
年
後
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
や
キ
ン
グ
牧
師
の
演
説
。
人
権
や
国
と
国
民
の
関
係
に
対
す
る
偉
大
な

る
指
導
者
の
思
い
は
つ
な
ぎ
受
け
継
が
れ
、
絶
え
ず
進
歩
し
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
半
世
紀
後
、
オ
バ
マ
氏
は
「Y

e
s
W
e
C
a
n

！
」
（
は

い
、
私
た
ち
に
は
で
き
ま
す
よ
！
）
と
叫
び
続
け
て
い
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

※
敬
称
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

○
阿
蘇
郡
市
学
童
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
・
３
位
（
サ
ッ
カ
ー
部
）

○
熊
本
子
ど
も
の
美
術
展

特
選

５
年

西
○
○
○

入
選

１
年

藤
○
○
○

家
○
○
○

笹
○
○
○

２
年

佐
○
○
○

高
○
○
○

３
年

田
○
○
○

４
年

池
○
○
○

山
○
○
○

６
年

田
○
○
○

荒
○
○
○
○

○
中
部
書
写
展

特
選

４
年

若
○
○
○
○

齋
○
○
○

入
選

２
年

菊
○
○
○

家
○
○
○

中
○
○
○

３
年

岩
○
○
○

４
年

宮
○
○
○

寺
○
○
○

５
年

江
○
○
○

６
年

山
○
○
○

江
○
○
○

○
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
に
関
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

市
長
賞

５
年

平
○
○
○
○

議
長
賞

５
年

河
○

○

優
秀
賞

５
年

齋
○
○
○

津
○
○
○

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

活
躍
！
碧
水
小
児
童

表
彰
紹
介

○
阿
蘇
郡
市
科
学
展

入
選
３
年

小
○
○
○

本
○
○
○

５
年

原
○
○
○

原
○
○
○

山
○
○
○
○

６
年

江
○

○

佳
作
４
年

渡
○

○

５
年

前
○

○

奥
○
○
○

齋
○
○
○

６
年

佐
○

○

菊
○

○

森

○
○

宮
○
○
○
○

清
ら
か
な
碧
水
の
心
を
育
て
る
た
め
に

Yes We Can！ ～碧水教育の日～碧水フ ェステ ィバル協力のお礼に代えて

学
ぶ
心

鍛
う
心

磨
く
心
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碧水フェスティバル 碧水教育の日１１月９日（日） 「
熊
本
教
育
の
日1

1

＼1

」
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
一
日

【
一
年
生
】
だ
い
す
き
な
手

お
う
ち
の
人
の
手
を
テ
ー

マ
に
し
て
、
仕
事
調
べ
を
し

て
発
表
し
ま
し
た
。

【
二
年
生
】
海
の
せ
か
い
「
ス

ィ
ミ
ー
」

国
語
の
教
材
「
ス
ィ
ミ
ー
」

を
も
と
に
、
仲
間
の
団
結
の

大
切
さ
を
発
表
し
ま
し
た
。

【
三
年
生
】
ち
い
ち
ゃ
ん
の

か
げ
お
く
り

国
語
の
教
材
を
も
と
に
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
劇
に
し
ま

し
た
。

午
前
の
部

学
習
成
果
発
表
会

オリジナルの詩を入れ、大

好きな家の人の手の写真付

き。元気に発表した１年生。

海のいろいろな生き物たち

に変身した２年生が見物。

大道具が沢山登場しました。

平和の大切さ、戦争の悲惨

さを３年生は勉強しまし

た。おうちの人の特製の防

空ずきんも登場しました。

【
四
年
生
】
通
潤
橋
物
語

通
潤
橋
に
か
け
た
人
た
ち

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
先
人
の

努
力
や
業
績
を
調
べ
、
発
表

し
ま
し
た
。

【
五
年
生
】
劇
「
と
べ
な
い

ホ
タ
ル
」

と
べ
な
い
ホ
タ
ル
を
気
遣

い
、
助
け
合
う
友
情
を
劇
に

し
ま
し
た
。

【
六
年
生
】
自
分
の
考
え
を

発
信
し
よ
う
（
笛
の
合
奏
付
）

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
修
学

旅
行
な
ど
こ
れ
ま
で
の
学
習

で
学
ん
だ
「
本
当
の
平
和
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

地域の人の田に水を！とい

う切なる願いを布田保之助

が、工夫と努力で叶えます。

友情は互いの「思い合い」か

ら始まります。劇を通して大

切なことを学んだ５年生。

午
後
の
部

保
護
者

地
域
の
方
と
の
交
流

低学年：風車づくりとフラダ

ンス。体育館で初めは恥ずか

しそうでしたが後では・・・。

中学年：区長さんや議員さんと竹鉄砲づくり

をしました。また、バス倉庫前では、こま回

しやお手玉、おはじき遊びなど昔遊びも経験

しました。３年生教室前では、地域の人の協

力で自分たちで育てた芋を焼いて食べました。

十
一
月
十
七
日
（
月
）
恒

例
の
五
年
生
餅
つ
き
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。

二
十
四
名
の
保
護
者
の
方

々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
大
張
り

切
り
で
し
た
。
中
に
は
顔
に

餅
取
り
粉
を
つ
け
、
は
し
ゃ

ぐ
男
の
子
も
い
ま
し
た
。

千
五
百
個
の
餅
を
搗
き

上
げ
、
全
校
児
童
に
配
り

ま
し
た
。

五
年
生
餅
つ
き
大
会

元気な男の子と竹田先生のもちつき風景

餅をつく様子。保護者の
方に手伝ってもらいます。

餅をまるめています。保護者
の方にちぎってもらいます。

碧水だより１２月号ＮＯ．２

高学年：区長さんや地域の人と

孟宗竹の貯金箱づくりや横田さ

んの指導で生け花をしました。

役犬原太鼓・音楽部：。阿蘇市人権子ども会の子ども

たちによる役犬原太鼓の演奏では、ダイナミックさと

心の調和が感じ取れました。また、３年振りに復活し

た音楽部は、「ジブリ・メドレー」をたっぷり生演奏。
物品販売：今年も野菜や果物、炭

の販売コーナーは大盛況でした。

ぐ
っ
と
身
近
に
！
碧
水
小

触
れ
合
い
・
交
流
体
験

運
営
委
員
さ
ん

大
活
躍

展
示
の
部

本
校
児
童
と

地
域
の
方
々
の
作
品
展

黒川保育園・児童会運営委員：黒川保育園児の皆さんは、

「ドレミの歌」を元気に歌い、「てのひらを太陽に」「友

達になるために」を楽しく演奏していただきました。午

前の部を進行したのは、運営委員会の５、６年生でした。

発表の後の「返しの感想」がとても素晴らしかったです。

展示コーナー：児童作品だけで

なく、地域の方に油絵や写真、

俳句・短歌、生け花、パッチワ

ークなど協力いただきました。

お
め
で
と
う
神
保
先
生

平
成
で
二
重
に
い
い
月
い
い

福
の
日(

H
2
0
,
11
,
2
9
)

に
、
神
保

将
治
先
生
が
ご
結
婚
。
お
相
手

は
吉
田
泰
子
先
生
（
熊
本
市
立

松
尾
東
小
学
校
）
。
お
幸
せ
に
！

平和の砦を築くために私た

ちは何ができるかをテーマ

に、堂々と発表しました。
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